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北北
海海
道道
身身
体体
障障
害害
者者
福福
祉祉
協協
会会
組組
織織
等等
検検
討討
委委
員員
会会

〜〜
新新
公公
益益
法法
人人
制制
度度
へへ
のの
対対
応応
なな
どど
をを
検検
討討
協協
議議
〜〜

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
組
織
等
検
討

委
員
会
が
二
月
四
日
�
、
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。検
討
委
員
会
で
は
、二
十
一
年
度
事
業
進
捗
状
況
な
ど
の
報
告
・

協
議
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新
公
益
法
人
制
度
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
た
。

最
初
に
、
赤
坂
勝
会
長
か
ら
「
国

は
、
昨
年
末
、
障
が
い
者
制
度
改
革

本
部
を
立
ち
上
げ
、
集
中
的
な
改
革

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
国
会
審

議
は
泥
仕
合
と
な
っ
て
い
る
。
障
が

い
者
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
、
そ
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
注
視
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
、
政
田
一
美
北
身
協
副
会
長

（
室
蘭
）
を
委
員
長
に
選
任
し
て
検

討
協
議
が
行
わ
れ
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
平
成
二
十
一
年
度
事
業
進
捗
状
況
・

一
般
会
計
収
支
状
況
】

道
の
補
助
事
業
、
委
託
事
業
に
つ

い
て
報
告
・
協
議
を
行
い
、
補
助
事

業
の
検
討
に
向
け
て
加
盟
団
体
の
実

情
把
握
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

ま
た
、福
祉
機
器
の
開
発
・
研
究
・

普
及
等
援
助
基
金
は
、
今
後
、
他
基

金
（
奨
学
金
）
へ
の
繰
入
れ
等
有
効

活
用
を
図
る
た
め
、
寄
付
者
の
了
承

を
得
て
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
た
。

【
公
益
法
人
制
度
の
勉
強
会
】

道
行
政
改
革
課
志
田
篤
俊
主
幹
及

び
大
関
幹
雄
主
査
か
ら
「
新
法
人
制

度
移
行
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
た
講

演
を
聞
い
て
検
討
協
議
を
行
っ
た
。

（
講
演
の
概
要
）

①
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
新

た
ら
し
い

公
益
法
人

制
度
が
施

行
さ
れ
、

概
ね
登
記

の
み
で
一

般
社
団
・

財
団
法
人

を
設
立
す

る
こ
と
が

可
能
に
な

っ
た
。

②
一
般
社
団
・
財
団
の
う
ち
、
認
定

法
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人
は
、

公
益
認
定
を
受
け
て
公
益
社
団
・

財
団
法
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
一
般
社
団
・
財
団
は
、
登
記
だ
け

で
法
人
に
な
れ
、
諸
届
出
も
必
要

な
く
行
政
の
監
視
が
な
く
な
る

が
、
公
益
社
団
・
財
団
は
、
新
し

い
法
人
法
、
認
定
法
で
、
行
政
に

届
け
出
る
書
類
等
が
細
か
く
規
定

さ
れ
て
お
り
、
関
係
書
類
が
法
律

に
準
拠
し
た
も
の
で
な
い
と
受
け

付
け
な
い
な
ど
、
厳
し
い
取
扱
い

と
な
る
。

④
公
益
社
団
・
財
団
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

税
の
優
遇
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が

あ
る
が
、
寄
付
金
を
多
く
受
け
入

れ
て
い
れ
ば
一
層
メ
リ
ッ
ト
が
多

き
い
。
な
お
、
一
般
社
団
・
財
団

を
考
え
て
い
る
場
合
は
、
補
助
や

委
託
事
業
に
つ
い
て
、
事
前
に
行

政
に
確
認
し
た
方
が
よ
い
。

⑤
従
来
の
公
益
法
人
は
平
成
二
十
年

十
二
月
一
日
以
降
、「
特
例
民
法

法
人
」
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
と
同

等
の
税
制
の
優
遇
措
置
が
適
用
さ

れ
る
が
、
五
年
間
の
移
行
期
間
中

に
公
益
社
団
・
財
団
又
は
一
般
社

団
・
財
団
に
移
行
す
る
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
こ
の
間
に
移
行
し
な

い
と
解
散
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ

る
。

⑥
遅
く
移
行
申
請
し
て
不
認
可
と
な

れ
ば
解
散
す
る
こ
と
と
な
る
の

で
、早
め
に
行
な
っ
た
方
が
よ
い
。

（
移
行
申
請
は
何
回
も
で
き
る
）、

⑦
一
般
社
団
・
財
団
に
移
行
す
る
場

合
は
、
そ
れ
ま
で
蓄
え
た
財
産
を

公
益
事
業
の
赤
字
補
�
で
使
い
切

る
計
画
を
出
す
こ
と
と
な
る
。
ま

た
、
公
益
社
団
・
財
団
に
移
行
す

る
場
合
は
、
法
律
に
規
定
さ
れ
て

い
る
公
益
事
業
に
合
致
す
る
か
、

不
特
定
多
数
を
対
象
と
し
て
い
る

か
な
ど
を
事
前
点
検
し
て
ほ
し
い
。
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国の平成２２年度障害保健福祉関係予算案の概要
厚生労働省は、平成２２年１月１４日から１５日にかけて全国厚生労働関係部局長会議（厚
生分科会）を開催し、平成２２年度障害保健福祉関係予算案の概要を説明した。なお、
昨年９月９日の連合政権合意において「障害者自立支援法」は廃止し、「制度の谷間」
がなく、利用者の応能負担を基本とする総合的な制度を作ることとされているが、こ
の新たな制度ができるまでの間、平成２２年度予算案においては、低所得（市町村民税
非課税）の障害者及び障害児につき、障害福祉サービス及び補装具に係る利用者負担
を無料とすることとしている。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行
会員購読料（年）９０円

（会費に含む）
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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厚厚
生生
労労
働働
大大
臣臣
表表
彰彰
をを
受受
賞賞

〜〜
障障
害害
者者
自自
立立
更更
生生
・・
更更
生生
援援
護護
のの
功功
績績
にに
二二
名名
がが
受受
賞賞
〜〜

昨
年
十
二
月
三
日
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
平
成
二
十
一
年
度
障
害
者

自
立
更
生
等
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
、
北
海
道
か
ら
苫
小
牧
市
の

岩
村
明
義
さ
ん（
七
十
五
歳
）が
自
立
更
生
者
表
彰
を
、
川
西
郡
更
別
村
の

河
瀬
義
之
さ
ん（
八
十
四
歳
）が
更
生
援
護
者
表
彰
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
方
々
の
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
お
元
気
に
御
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
村
明
義
氏
は
、
二
十
四
歳
の
時

に
業
務
中
の
事
故
に
よ
り
下
肢
障
害

に
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
五
か

ら
貸
間
・
下
宿
業
を
開
業
し
、
昭
和

四
十
年
か
ら
は
岩
村
時
計
修
理
販
売

店
を
開
業
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
苫
小
牧
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
の
地
区
理
事
、
部
長
、
副

会
長
、
苫
小
牧
肢
体
障
害
者
福
祉
協

会
会
長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
平
成

六
年
か
ら
平
成
十
六
年
ま
で
苫
小
牧

身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
会
長
を
歴

任
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
苫
小
牧
地

区
身
体
障
害
者
相
談
員
、
苫
小
牧
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
評
議
員
を
務
め

る
ほ
か
、
平
成
七
年
か
ら
平
成
九
年

ま
で
の
間
、
北
海
道
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
の
理
事
も
歴
任
す
る
な
ど
の

功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

河
瀬
義
之
氏
は
、
終
戦
時
、
作
業

中
に
左
肘
骨
折
の
事
故
に
あ
い
障
害

に
な
り
ま
し
た
が
、昭
和
三
十
年
に
、

他
戦
傷
者
と
と
も
に
「
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
十
勝
支
部
更
別
村
分
会
」

を
設
立
し
、
現
在
ま
で
五
十
年
以
上

に
わ
た
り
理
事
を
務
め
、
障
害
者
の

福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
更
別

村
農
業
委
員
会
委
員
、
昭
和
五
十
四

年
か
ら
更
別
村
議
会
議
員
、
昭
和
五

十
八
年
か
ら
更
別
村
代
表
監
査
委
員
、

昭
和
六
十
年
か
ら
土
地
開
発
公
社
監

事
も
歴
任
さ
れ
、
こ
れ
ら
地
域
に
貢

献
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

世帯の範囲

児

住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯

者

本
人
及
び
配
偶
者

一般（市町村民税課税世帯）市町村民税所得割

４６万円超

３７，２００円

３７，２００円

３７，２００円

３７，２００円

全額自

己負担

４６万円→

３７，２００円

２８万円→

４，６００円

９，３００円

１６万円→

９，３００円

市町村民税非課税世帯

低所得２

３，０００円

通所：

１，５００円

３，０００円

通所：

１，５００円

個別減免

０円～

２４，６００円

６，０００円

２４，６００円

低所得１

１，５００円

１，５００円

個別減免

０円～

１５，０００円

３，５００円

１５，０００円

生活

保護

世帯

０円

０円

０円

０円

０円

区 分

福祉サービス（居宅・通所）

【障害者】

福祉サービス（居宅・通所）

【障害児】

福祉サービス（入所施設等）

【障害者】

福祉サービス（入所施設等）

【障害児】

補装具

伸 率
＋１２．７％

対前年度増減額
＋１，２６６億円

２２年度予算案
１兆１，２０２億円

２１年度予算
９，９３６億円

伸 率
＋１１．８％

対前年度増減額
＋６４８億円

２２年度予算案
６，１５９億円

２１年度予算
５，５１２億円

対前年度増減額

－

＋ ６４８億円
± ０億円
＋ ５０７億円

－
＋ ９３億円
＋ １．２億円
＋ ２．１億円
＋ ０．６億円

２２年度予算案

１０７億円

５，７１９億円
４４０億円
１，９５４億円
４．７億円
７１０億円
３１億円
４７億円
６．０億円

主な施策
○利用者負担の軽減（新規）
※障害者自立支援給付費負担金及び児童保護費等負担金の内数
○良質な障害福祉サービスの確保
○地域生活支援事業の着実な実施
○障害者に対する良質かつ適切な医療の提供
○障害者虐待防止等に関する総合的な施策の推進（新規）
○障害児施設に係る給付費等の確保
○重症心身障害児（者）に対する在宅支援の推進
○精神医療の質の向上や精神障害者の地域移行を支援する施策の推進
○自殺対策の推進

守

組織等検討委員の皆さま

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

●予算案

●障害福祉サービス関係費（自立支援給付＋地域生活支援事業）

●主な施策

●利用者負担の軽減措置

※ 太枠・網掛内は平成２２年４月１日から無料化

受賞された岩村さんご夫妻

受賞された河瀬義之さん

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２２年２月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６７１号）（１）



 

要要
望望
事事
項項
とと
回回
答答（（
概概
要要
））

〜〜
第第
三三
回回（（
終終
わわ
りり
））〜〜

今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
先

月
に
続
き
全
道
大
会
北
斗
大
会
に
提

出
・
採
択
、
そ
の
後
、
検
討
・
整
理

さ
れ
た
要
望
事
項
と
そ
れ
に
対
す
る

回
答（
概
要
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

要
望
八

北
海
道
に
お
い
て
、
障
が

い
者
が
参
画
す
る
形
で
、
障
が
い

者
の
差
別
を
禁
止
す
る
条
例
を
早

期
に
制
定
し
て
く
だ
さ
い
。（
函

館
市
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合

会
）

【
回
答
】
障
が
い
の
あ
る
方
の
権
利

を
擁
護
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い

が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
が
い
者

及
び
障
が
い
児
が
い
か
な
る
差

別
・
虐
待
も
受
け
る
こ
と
の
な
い

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
す
る
北

海
道
障
が
い
者
条
例
が
議
員
提
案

に
よ
り
可
決
・
成
立
し
、
平
成
二

十
一
年
三
月
三
十
一
日
付
け
で
公

布
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
条
例

の
本
格
施
行
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
条
例
に
基

づ
く
施
策
は
年
内
を
目
途
に
検
討

を
進
め
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

（
回
答：

北
海
道
）

※
本
格
施
行
は
、
平
成
二
十
二
年
四

月
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要
望
九

障
が
い
者
に
対
す
る
有
料

道
路
料
金
割
引
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
登
録
車
両
に
対
し
て
で
は
な

く
、
対
象
障
が
い
者
の
乗
車
し
て

い
る
車
両
に
対
し
て
行
う
こ
と
と

し
、
手
帳
の
提
示
だ
け
で
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
登
別
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、
北

海
道
視
力
障
害
者
福
祉
連
合
会
）

【
回
答
】
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
か
ら
の
回
答
は
な
し
。

※
日
身
連
へ
要
望
提
出
し
ま
す
。

要
望
十

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標

章
の
交
付
対
象
の
変
更
に
伴
い
対

象
外
と
な
っ
た
平
衡
、
下
肢
、
体

幹
等
の
障
が
い
者
を
従
来
ど
お
り

対
象
と
し
て
く
だ
さ
い
。（
北
見

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、
砂
川
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
）

【
回
答
】
―

※
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日
、

道
路
交
通
法
施
行
細
則
並
び
に
同

細
則
実
施
規
程
の
改
正
に
よ
り
要

望
は
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

要
望
十
一

視
覚
障
が
い
者
が
健
常

者
と
と
も
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
タ

ン
デ
ム
自
転
車
の
公
道
の
通
行
を

認
め
て
く
だ
さ
い
。（
北
海
道
視

力
障
害
者
福
祉
連
合
会
）

【
回
答
】
二
輪
又
は
三
輪
の
タ
ン
デ

ム
自
転
車
に
よ
る
二
人
乗
車
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
公
安
委
員
会
が

定
め
る
道
路
交
通
法
施
行
細
則
に

よ
り
、
自
転
車
専
用
道
路
以
外
の

道
路
に
お
け
る
走
行
が
禁
止
さ
れ

て
お
り
ま
す
。（
回
答：

北
海
道

警
察
本
部
交
通
企
画
課
長
）

※
本
要
望
は
、
日
身
連
へ
要
望
提
出

し
ま
す
。

「
町
村
協
会
だ
よ
り
」を
休
み
ま
す

今
月
は
都
合
に
よ
り
休
み
ま
す
。

な
お
、
ま
だ
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
町
村
協
会
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お

便
り
や
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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第２０回全国盲ろう者大会が札幌市内で開催
社会福祉法人全国盲ろう者協会（東京）は、この度、第２０回目の開催

となる「全国盲ろう者大会」を、平成２２年８月２０日から２３日の４日間、
札幌市内で開催することを決定したので、その開催の内容をお知らせし
ます。なお、地元札幌市盲ろう者福祉協会も企画・運営団体の一員となっ
て開催しまので、社団法人北海道身体障害者福祉協会ではこの大会を後
援することとしています。

第２０回全国盲ろう者大会開催要綱
１ 趣 旨
今回で２０周年を迎える全国盲ろう者大会（北海道大会）では、２０１３年に日本で開催され
る予定のヘレンケラー世界会議及び世界盲ろう者連盟総会に先立って、世界盲ろう者連盟
会長、レックスグランディア氏（デンマーク）をお招きしして、記念講演会を開催する予
定です。また、この大会は、今日までの歩みを振り返り、盲ろう者福祉の更なる飛躍のた
めに、盲ろう者・盲ろう児とその家族、通訳・介助者及び教育・福祉関係者等が一堂に会
し、情報交換を行い、我が国の盲ろう者福祉のあり方について検討するとともに、通訳・
介助技術のいっそうの向上を図る機会とし、もって社会福祉の増進に寄与することを目的
としています。

２ 主 催 社会福祉法人全国盲ろう者協会
〒１０１�８４１２ 東京都千代田区神田神保町２�５

神保町センタービル７階
電話 ０３�３５１２�５０５６ ＦＡＸ０３�３５１２�５０５７

３ 共 催 全国盲ろう者団体連絡協議会

４ 日 時 平成２２年８月２０日�～２３日�

５ 場 所 「札幌プリンスホテル」
〒０６０�８６１５ 札幌市中央区南２条西１１丁目

電話 ０１１�２４１�１１１１（代表） ＦＡＸ ０１１�２７１�６６４９

６ 企画・運営 札幌盲ろう者福祉協会、岩手盲ろう者友の会、みやぎ盲ろう児・者友の会、
秋田盲ろう者友の会、山形県盲ろう者友の会、盲ろうの子とその家族の会
ふうわ

７ 後 援 （予定） 厚生労働省、北海道、札幌市、財団法人ＪＫＡ ほか

８ 協 賛 （予定） エキスパートアライアンス株式会社、株式会社デサント、地元
企業ほか

９ 参 加 者 約８００名

１０ 問合せ先 主催者（上記２に記載）に問合せください。
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「ジパング倶楽部特別会員」の年会費改定

平成２１年１２月１７日、社会福祉法人日本身体障害者福祉連合会
とジパング倶楽部（代表：ＪＲ東日本）との間で次のように合
意したのでお知らせします。

年 会 費 の 改 定 内 容

１ 対象者は、「特別会員」とする。
「特別会員」とは、身体障害者手帳所持者で、男性満６０

歳、女性満５５歳以上の方で、必要な手続きをした方。

２ 年会費は、会員１，３００円（新規入会、更新、一般からの
切替時）

３ 会員手帳再発行手数料は、会員１人１回につき６００円。

４ 施行時期は、平成２２年４月１日からとする。

【北身協からのお知らせ】

この年会費改定に伴なう事務取扱い細目については、今後、
社会福祉法人日本身体障害者福祉連合会から示されることと
なっているので、通知があり次第、別途、各加盟団体にお知ら
せします。
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盲
ろ
う
者
の
利
用
登
録
を
受
付
中

北
身
協
で
は
、
北
海
道
か
ら
の
委

託
を
受
け
て
、
道
内
（
札
幌
市
を
除

く
）
に
居
住
す
る
、
視
覚
と
聴
覚
に

つ
い
て
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
重
度

の
盲
ろ
う
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
移
動
等
の
支
援
を

行
う
「
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
の

派
遣
事
業
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次

の
と
こ
ろ
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

（２）（第６７１号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２２年２月２５日）


